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1、 研究背景及び 目的

　イン ドネシ ア海洋 大陸は 地球 上で 最も海水 面温 度

が 高い 領 域で 、 強 い 太 陽放射と地形 の 影響 により日

周 期 の 対流活 動 が活発 で あ る。海洋 大 陸 の 対 流活

動に大きな影響を及 ぼす の が周 期 30〜60 日の 季節

内振 動で 、それ に伴い イ ン ド洋 で 発 生 した超雲 団が

東進 して 海洋大 陸を通過する 。 そ の 際 、超 雲団 はイ

ン ドネシ ア の 地 形 により大きく変 調される。 海洋 大陸

上 で の 超 雲団変調 の 様相 の 研 究 は 、ス マ トラ島や ジ

ャ ワ 島で は赤道大気 レ
ーダーなどによる観測 が行わ

れて い る
一

方 で 、赤道域で ス マ トラ島より東側 は観測

デー
タの 不 足か ら進ん で い ない

。 そ こ で地 球観測シ

ス テ ム構 築推進プ ラン 「海 大 陸 レ ーダーネ ッ トワ ーク

構築」により海洋大陸の 赤道上 の 3 地点 （P。ntianak
，

Manado ，　Biak）にウイン ドプ ロ フ ァ イラ
ー （WPR ）を設置

して 観測網 を構築 するプ ロ ジ ェ クトが進行 中である。

既 に 2007 年 2 月 22 日には Pontianakに、同年 3月

11 日には Biakに設置して連続観測を開始した 。 田畑

他 （2007 年春季大会 P428）で は Pontianak の 観測デ

ータの 初期解析結果を報告した。今回 は Biak の デー

タも含めた解析結果 を報告する。

2
、 解析結果

　春季大会では Pontianak−WPR で観 測され た平均

風 速デー
タと NCEP 客観解析風速データとの 良い 対

応 を 示 した 。Biak に お ける 同様 の 比 較 、及 び

Pontianak にお ける期 間の 延長を行 っ た結果 、両地

点とも WPR 観測風 速 の 方が 若干 大きめ の傾 向があ

るもの の
、
ほ ぼ 両者は

一
致し て い た 。

こ の こ とか ら客

観解析と同程度 の 時間分解能で 平均した WPR 風 速

デー
タは大規模 風 速場を概ね表 して い ると言 える。

　MTSAT の 【R1 チ ャン ネル の デー
タにより超雲 団は

3 月 20 日頃に P。ntianak を、3 月 25 日頃に Biakを

それ ぞ れ 通 過した こ とが分か っ た。その 時期 の WPR

風速データによると超雲団通過 とともに西風 が強化さ

れ て い た 。 さらに Biak で は南西 風 が特 に強くなっ た

26 日 21LT 〜28 日 6LT に降雨イベ ン トが頻発 して い

た （図）。こ の 超 雲 団が海 洋 大 陸 を通 過 す る期 間 の

NCEP 風 速デ ー
タを調 べ たとこ ろ、850hPa 面で は 超

雲 団 とともに西風バ ース トが ス マ トラ島を南 に迂 回し

た後 に南北 に蛇行 しなが ら海洋大 陸を東 進し、　Biak

を通過する際に強い 南西風 となる様子 が分か っ た。

3
、 終わりに

　今後は 観測デー
タの 蓄積とともに季節変化 ・経 年

変化 に っ い ても調 べ て い く予定で ある。
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図 ：Biak−wPR による 3 月 26 目 ooLT か ら3 月 29 日

00LT まで の 鉛直成分ドッ プラー速度（上 ）、東西風

（中央）、南北風（下）の 時間高度変化。大きな鉛 直 下

向き成分は降水粒子の 落 下速度に対応する。

一　121一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


